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�
�
�
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精製ベント
ナ イ ト

化
粧
品
向
け
本
格
開
拓

高
粘
性
・
高
白
色
を
訴
求

ホ
ー
ジ
ュ
ン

ベ
ン
ト
ナ
イ
ト
の
製
造
・

販
売
を
手
が
け
る
ホ
ー
ジ
ュ

ン
（
群
馬
県
安
中
市
、
中
村

元
三
社
長
）
は
、
精
製
ベ
ン

ト
ナ
イ
ト
に
よ
る
化
粧
品
市

場
の
開
拓
を
強
化
す
る
。
高

粘
性
・
高
白
色
な
ど
の
特
徴

を
持
つ
新
シ
リ
ー
ズ
を
上
市

し
、
こ
の
ほ
ど
サ
ン
プ
ル
ワ

ー
ク
を
開
始
。
ス
キ
ン
ケ
ア

用
品
や
ク
レ
イ
系
化
粧
品
向

け
の
増
粘
・
乳
化
安
定
剤
と

し
て
採
用
を
狙
う
。
ま
た
、

年
内
を
め
ど
に
、
有
機
ベ
ン

ト
ナ
イ
ト
の
新
製
品
も
開
発

予
定
。
食
包
分
野
で
ニ
ー
ズ

の
高
ま
る
紙
製
バ
リ
ア
素
材

向
け
な
ど
で
活
用
を
見
込
む
。

ホ
ー
ジ
ュ
ン
は
高
純
度
の

精
製
・
有
機
ベ
ン
ト
ナ
イ
ト

で
多
数
の
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
を

展
開
。
こ
の
ほ
ど
、
精
製
ベ

ン
ト
ナ
イ
ト
の
新
シ
リ
ー
ズ

と
し
て
、
外
原
規
に
対
応
す

る
高
純
度
Ｎ
ａ
型
ベ
ン
ト
ナ

イ
ト
「
ベ
ン
ゲ
ル
ネ
ク
ス
ト
」

３
製
品
を
上
市
し
た
。

７
月
に
は
高
白
色
微
粉
末

「
同

Ｌ
Ｕ
」
と
フ
レ
ー
ク

状
の
「
同

Ｓ
Ｓ
」
の
サ
ン

プ
ル
ワ
ー
ク
を
始
め
、
ス
キ

ン
ケ
ア
や
ヘ
ア
ケ
ア
用
品
、

ク
レ
イ
系
化
粧
品
向
け
に
展

開
す
る
。
淡
黄
褐
色
粉
末
の

「
同

Ｎ
Ｃ
」
は
２
０
１
８

年
か
ら
サ
ン
プ
ル
ワ
ー
ク
を

開
始
。
す
で
に
水
系
ネ
イ
ル

や
泥
系
石
け
ん
向
け
に
実
績

化
を
果
た
し
た
。
長
期
安
定

性
が
評
価
さ
れ
、「
２０
年
に
も

数
件
の
新
規
採
用
を
獲
得
」

（
担
当
者
）
し
た
と
い
う
。

精
製
の
２
工
程
を
見
直

し
、
溶
媒
中
で
の
増
粘
・
チ

キ
ソ
性
を
向
上
さ
せ
た
。
５

重
量
％
分
散
液
で
剪
断
速
度

１
／
ｓ
ｅ
ｃ
時
に
１
０
０
０

�
�
秒
以
上
の
高
粘
性
を
実

現
。
水
系
の
増
粘
や
Ｏ
／
Ｗ

（
水
中
油
）
型
製
剤
の
乳
化

安
定
に
適
す
る
。

有
機
ベ
ン
ト
ナ
イ
ト
「
エ

ス
ベ
ン
」
シ
リ
ー
ズ
で
も
今

期
中
に
白
色
度
を
高
め
た
新

製
品
を
投
入
予
定
で
、
化
粧

品
分
野
の
開
拓
に
注
力
し
て

い
く
。
ベ
ン
ト
ナ
イ
ト
の
特

徴
と
し
て
、
ガ
ム
系
増
粘
剤

の
よ
う
な
糸
引
き
が
な
い
点

で
も
優
位
性
の
発
揮
を
見
込

む
。
粘
土
特
有
の
滑
ら
か
な

肌
触
り
や
べ
た
つ
き
を
抑
制

で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、

高
粘
度
と
の
両
立
で
有
機
系

増
粘
剤
の
一
部
置
き
換
え
を

見
込
め
る
と
い
う
。

一
方
、
ベ
ン
ゲ
ル
ネ
ク
ス

ト
シ
リ
ー
ズ
を
ベ
ー
ス
と
す

る
新
用
途
展
開
も
模
索
。
結

晶
の
ア
ス
ペ
ク
ト
比
を
高
め

た
有
機
ベ
ン
ト
ナ
イ
ト
を
開

発
中
で
、
年
内
を
目
標
と
し

て
製
品
化
を
目
指
す
。
乾
燥

時
に
形
成
す
る
強
固
な
迷
路

構
造
が
ガ
ス
バ
リ
ア
性
を
実

現
。
食
品
包
装
用
バ
リ
ア
コ

ー
テ
ィ
ン
グ
向
け
フ
ィ
ラ
ー

と
し
て
の
用
途
が
有
力
と
す

る
。
と
り
わ
け
バ
リ
ア
フ
ィ

ル
ム
の
部
分
的
な
代
替
を
狙

う
紙
製
バ
リ
ア
素
材
向
け
の

水
系
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
用
途
に

期
待
を
か
け
、
製
品
化
を
急

ぐ
。

化
学
品
専
門
商
社
の
松
浦

（
大
阪
市
）
は
、
自
然
光
に

迫
る
優
れ
た
演
色
性
と
超
低

価
格
を
両
立
し
た
エ
コ
リ
カ

製
Ｌ
Ｅ
Ｄ
（
発
光
ダ
イ
オ
ー

ド
）
照
明
の
本
格
導
入
を
決

め
、
第
１
弾
と
し
て
染
料
事

業
の
技
術
サ
ー
ビ
ス
拠
点
で

あ
る
染
色
試
験
室
（
ラ
ボ
）

に
設
置
し
た
。
Ｌ
Ｅ
Ｄ
部
材

な
ど
の
販
売
で
１０
年
以
上
の

実
績
が
あ
る
松
浦
は
、
エ
コ

リ
カ
と
連
携
し
、
精
密
な
色

判
定
が
求
め
ら
れ
る
化
学
関

連
の
色
材
市
場
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照

明
を
拡
販
す
る
方
針
だ
。

松
浦
は
１
８
７
７
年
（
明

治
１０
年
）、染
料
問
屋
と
し
て

創
業
し
た
老
舗
商
社
で
、
住

友
化
学
や
田
岡
化
学
工
業
、

ハ
ン
ツ
マ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
な

ど
有
力
企
業
の
染
料
製
品
を

扱
っ
て
い
る
。
染
料
市
場
の

主
軸
が
中
国
な
ど
の
新
興
国

に
移
り
、
日
本
の
同
業
者
の

事
業
撤
退
が
相
次
ぐ
な
か
、

本
社
ビ
ル
に
本
格
的
な
染
色

ラ
ボ
を
残
し
、
染
料
事
業
を

堅
持
す
る
稀
少
な
商
社
と
し

て
、
国
内
の
染
色
業
者
の
信

頼
は
厚
い
。

こ
う
し
た
顧
客
の
信
頼
に

応
え
る
た
め
、
ラ
ボ
機
能
の

整
備
に
も
力
を
入
れ
て
お

り
、
染
色
試
験
の
正
確
な
色

調
判
定
に
欠
か
せ
な
い
、
高

演
色
タ
イ
プ
の
蛍
光
灯
の
製

造
中
止
が
迫
っ
て
い
る
こ
と

へ
の
対
応
も
検
討
し
て
き

た
。
こ
れ
ま
で
、
省
エ
ネ
、

長
寿
命
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
軸
に
代

替
照
明
の
選
定
を
進
め
て

き
た
が
、
他
社
の
高
演
色
モ

デ
ル
は
蛍
光
灯
に
比
べ
る
と

高
価
格
で
、
こ
れ
が
導
入
判

断
の
ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
い

た
。松

浦
は
、
エ
コ
リ
カ
製
の

高
演
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ
「
Ｌ
３
Ａ
シ

リ
ー
ズ
」
や
「
Ｌ
３
Ａ
Ｎ
Ｎ

シ
リ
ー
ズ
」
が
平
均
演
色
評

価
数
「
Ｒ
Ａ
９７
」
を
実
現
。

一
般
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
で
は
対
応
が

難
し
い
赤
色
や
日
本
人
の
肌

色
な
ど
に
つ
い
て
も
、
演
色

性
「
Ａ
Ａ
Ａ
」
と
い
う
蛍
光

灯
以
上
の
色
再
現
性
を
達
成

し
、
販
売
価
格
が
他
社
品
の

半
分
程
度
と
い
う
特
徴
を
評

価
し
、
採
用
を
決
め
た
。

染
料
事
業
を
担
当
す
る
松

浦
の
福
井
健
次
取
締
役
執
行

役
員
（
営
業
推
進
本
部
長
）

は
「
ラ
ボ
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
拡

販
の
た
め
の
モ
デ
ル
ル
ー
ム

に
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
。

Ｌ
Ｅ
Ｄ
と
の
比
較
の
た
め
、

ラ
ボ
に
は
蛍
光
灯
も
残
し
た

が
、
明
る
さ
、
ち
ら
つ
き
の

な
さ
な
ど
の
違
い
は
一
目
瞭

然
。
高
性
能
、
低
価
格
の
エ

コ
リ
カ
製
Ｌ
Ｅ
Ｄ
は
中
小
の

染
色
業
者
の
方
々
に
最
適
。

顧
客
の
反
応
は
良
く
、
本
格

販
売
に
乗
り
出
し
た
い
」
と

コ
メ
ン
ト
。
エ
コ
リ
カ
の
波

多
野
光
Ｌ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
ｉ
ｎ
ｇ

事
業
部
長
は「（
当
社
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
照
明
は
）
す
で
に
厳
密
な

色
判
定
が
必
要
な
印
刷
業
界

な
ど
で
採
用
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
実
績
を
ア
ピ
ー
ル
し
、

繊
維
、
染
色
だ
け
で
な
く
、

塗
料
や
顔
料
製
造
な
ど
色
材

を
扱
う
化
学
関
連
の
フ
ィ
ー

ル
ド
に
進
出
し
て
い
き
た

い
」
と
強
調
し
た
。

エ
コ
リ
カ
（
大
阪
市
）
は
、

プ
リ
ン
タ
ー
の
イ
ン
ク
カ
ー

ト
リ
ッ
ジ
の
リ
サ
イ
ク
ル
業

者
と
し
て
知
ら
れ
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ

照
明
に
は
２
０
０
９
年
に
進

出
。
高
性
能
や
低
価
格
を
訴

求
し
、
印
刷
の
ほ
か
、
写
真

関
連
な
ど
業
務
用
途
で
業
績

を
伸
ば
し
て
い
る
。

Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
採
用
し
た
専
門
商
社
・

松
浦
の
染
色
ラ
ボ

ベ
ン
ゲ
ル
ネ
ク
ス
ト
３
種
の
分
散
液（
上
）と
粉
末
・
フ
レ
ー
ク福

井
氏

物
流
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
ー
ビ

ス
が
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
ア
ワ
ー
ド
受

賞

大
日
本
印
刷
と
Ｉ
ｏ
Ｔ

ベ
ン
チ
ャ
ー
の
モ
ビ
リ
テ
ィ

サ
ー
ビ
ス
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
事
業
を
手
が
け
る
Ｇ
ｌ
ｏ

ｂ
ａ
ｌ

Ｍ
ｏ
ｂ
ｉ
ｌ
ｉ
ｔ

ｙ

Ｓ
ｅ
ｒ
ｖ
ｉ
ｃ
ｅ
（
東

京
都
港
区
、中
島
徳
至
社
長
）

が
提
供
す
る
物
流
マ
ッ
チ
ン

グ
サ
ー
ビ
ス
が
、「
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ

ア
ワ
ー
ド
２
０
２
０
」
の
ビ

ジ
ネ
ス
部
門
で
優
秀
賞
を
受

賞
し
た
。
ア
プ
リ
を
介
し
て

荷
主
と
ド
ラ
イ
バ
ー
を
マ
ッ

チ
ン
グ
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
で
の
物
流
課
題

解
決
へ
の
寄
与
が
評
価
さ
れ

た
。同

サ
ー
ビ
ス
は
大
日
本
印

刷
の
ク
ラ
ウ
ド
シ
ス
テ
ム
と

Ｇ
ｌ
ｏ
ｂ
ａ
ｌ

Ｍ
ｏ
ｂ
ｉ

ｌ
ｉ
ｔ
ｙ

Ｓ
ｅ
ｒ
ｖ
ｉ
ｃ

ｅ
の
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
サ
ー
ビ

ス
を
組
み
合
わ
せ
た
。
１９
年

か
ら
同
国
の
大
手
食
品
・
日

用
品
卸
業
と
タ
ッ
グ
を
組

み
、
実
証
実
験
を
経
て
事
業

化
。
物
流
業
に
携
わ
る
個
人

・
零
細
事
業
主
向
け
に
展
開

す
る
。
マ
ッ
チ
ン
グ
の
ほ
か
、

最
適
配
送
ル
ー
ト
の
設
定
や

運
行
履
歴
・
デ
ジ
タ
ル
配
送

証
明
書
発
行
な
ど
の
機
能
を

持
ち
、
事
業
者
の
仕
事
量
の

安
定
化
や
タ
イ
ム
リ
ー
な
配

送
を
可
能
に
し
て
い
る
。
両

社
は
２３
年
度
ま
で
に
年
間
１０

億
円
の
取
扱
高
を
目
指
す
。

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
プ
ロ
グ

ラ
ム
第
４
弾
の
募
集
開
始

凸
版
印
刷
は
、
公
募
型
オ
ー

プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ

グ
ラ
ム
「
ｃ
ｏ
�
ｎ
ｅ
ｃ
ｔ

ｏ
」
で
第
４
弾
の
募
集
を
開

始
し
た
。
２
０
２
０
年
度
は

「
Ｏ
ｐ
ｅ
ｎ

Ｉ
ｎ
ｎ
ｏ
ｖ

ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

Ｐ
ｏ
Ｃ

Ｌ

ａ
ｂ
」
と
題
し
、
相
手
先
の

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
に
加

え
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
を
含
む

３
者
連
携
で
実
証
実
験
を
行

う
方
式
を
と
る
。

パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
は
村
田

製
作
所
、
西
日
本
鉄
道
な
ど

１５
社
。
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企

業
か
ら
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
、
新
し

い
生
活
様
式
、
Ｄ
Ｘ
・
デ
ー

タ
ド
リ
ブ
ン
な
ど
７
領
域
で

テ
ー
マ
を
募
集
す
る
。
８
月

１６
日
ま
で
募
集
を
受
け
付
け

９
月
中
に
結
果
通
知
の
予
定
。

２０３０年における自社の姿は？（抜粋）
ビジョンを遂行

・「長期ビジョン」において構造改革を推進し、時代に沿った変革を成し遂げている（日本曹
達・石井彰社長）

・今後１０年間程度を見据え、産業の潮流の変化を的確に捉えて「ビジネスモデルの変革」を進
めながら「持続的かつ健全な成長」を実現するための統一指針として長期経営ビジョンを策定
した。持続的に収益を拡大し、全てのステークホルダーにとって高い存在価値のある企業グル
ープであり続けるための道標である（東レ・日覺昭廣社長）

・「炭素で社会を支えるグローバル企業」としてグローバル化、デジタルイノベーション、持
続可能な社会の実現に貢献する企業（東海カーボン・長坂一社長）

・現在、全社的に「ありたい姿」を再構築している。企業ビジョンを実践し、お客様や株主の
皆様、そして従業員やその家族を含めて、すべてのステークホルダーが幸せやうれしさを実感
できるように、お手伝いができる会社でありたい（日本化薬・涌元厚宏社長）

・長期ビジョンで示したとおり、ＥＳＧ経営の実践により、社会課題解決への貢献を拡大する
ことで業容を倍増し、魅力を増した企業となっている。従業員一人ひとりが社会課題解決の主
役として参画し、次の時代に向けて新たな挑戦を続けている（積水化学工業・加藤敬太社長）

・２０２０年からスタートした中計で、明確に経営の新しい柱「第４の柱」を育てることを打ち出
した。それについては組織的にも、個々の動きについても、従来の当社にはみられなかった対
応をしつつある、と考えている（東亞合成・髙村美己志社長）

・２０３０年をターゲットとしたＣＳＲ計画のもと、「環境」「健康」「生活」「働き方」「サプライチェー
ン」「ガバナンス」を企業活動全体で取り組む６分野と定めている。社会課題の解決のため、世
の中に新たな価値を提供し続け、変化を創り出す企業となる（富士フイルムホールディングス
・助野健児社長）

・今年度は中期経営計画の最終年度にあたり、２０２１年度を初年度とする次期中計を策定中。そ
のなかで、１０～２０年後の社会とそのなかにおける当社グループのありたき姿を描いているとこ
ろである（保土谷化学工業・松本祐人社長）

・新長期ビジョンで示した新しい企業集団の実現に向けて、ＩｏＴやＡＩを積極的に活用した
バーチャルカンパニーを展開し、ウィズコロナを含めたさまざまな環境変化にスピーディかつ
フレキシブルに対応できる組織への変革を進める（ダイセル・小河義美社長）

製品開発に磨き

・当社独自の差別化された技術で社会に貢献する製品を開発し、事業化していくことに拘り、
重点投資していく。そして世界Ｎｏ．１、オンリーワンの技術・製品を有し、高付加価値を生み
出している（クレハ・小林豊社長）

・社会に役立つ製品を開発していく、社会基盤を支える素材を安定的に供給するという役割は
変わらない。働き方を変え、生産性を上げ、同時に生活の充実が図られる会社としていきたい
（丸善石油化学・鍋島勝社長）

・選択と集中を進め、成長分野における独自商品の開発や環境問題に貢献できる商品の開発を
不断に進め、安定的な収益体質を堅持できる企業でありたい（日鉄ケミカル＆マテリアル・榮
敏治社長）

社会への貢献さらに

・サステナビリティ、ＤＸ、ライフサイエンスでの事業を中心に新たなモノづくり企業として
世界に貢献する。事業のみならず経営面でもグローバル化が進んでいる（東洋インキＳＣホー
ルディングス・髙島悟社長）

・１０年後もガスビジネスを通じてモノづくりを支えるという事業の基本は変わらないが、人々
が安心して暮らせる持続可能な社会の実現に向け、さまざまな課題の解決に貢献できるように
なることを目指していく（大陽日酸・市原裕史郎社長）

・２つのサステナビリティ（持続可能な社会の構築への貢献と、当社グループの持続的な企業
価値の向上）の実現に向けて取り組んでいる（旭化成・小堀秀毅社長）

・たとえ、新たな環境下でＧＡＦＡに牛耳られても、人間の本質（衣食住）は不変。当社はニ
ューノーマルに適合し、社会貢献に合致するプラットホームに加わり、われわれの素材なしで
は成り立たない市場を一つでも多く獲得していく。経営とＣＳＲの一体化を推し進め、本業を
通じた社会課題の解決に貢献していく（ＡＤＥＫＡ・城詰秀尊社長）

統合シナジーを実現

・単なる素材売りではなく、社会課題の解決に向けた「機能」「価値」を確実に提供でき、社会
に貢献できる、化学技術を基盤とするグローバル企業「Ｓｙｎｆｏｍｉｘ」となっていたい（日
本触媒・五嶋祐治朗社長）

・日本触媒との経営統合を経て、新会社「Ｓｙｎｆｏｍｉｘ」となっている。三洋化成の強み
である顧客課題に応えるソリューションビジネスと、日本触媒の強みである競争力ある素材の
バリューチェーンを融合した、グローバルに存在感のある化学メーカーの実現を目指している
（三洋化成・安藤孝夫社長）

・当社と日立化成が統合することで半導体やモビリティーなどの分野で製品群の厚みを増し、
川上と川下でサプライチェーンを統合して「ワンストップ型の先端材料パートナー」と「世界
トップクラスの機能性化学メーカー」を実現し、ＧＡＦＡのような巨大なプラットフォーマー
のパートナーとなれる化学会社になる（昭和電工・森川宏平社長）
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蛍光灯以上の色再現性を達成

松浦が染色ラボに採用松浦が染色ラボに採用

エコリカの高演色ＬＥＤ照明エコリカの高演色ＬＥＤ照明

２０２０年（令和２年）７月８日（水曜日）（第三種郵便物認可）（３）


